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概 要 
愛知学泉大学豊田学舎で行われてきた「外国語発表会」に注目し、この行事がグローバル人材育成の中で
どのように位置づけられるか、主催側と参加側の目的を中心に、グローバル人材育成の動向を通して分析
した。多くの学生・生徒にとって発表することには勇気がいる。公の場での発表を促すことは、国のグロ
ーバル人材育成の要素の中では、主体性、積極性、チャレンジ精神を意識したものとなっている。また参
加によって国内の文化的多様性を認識する機会ともなっている。 
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1 はじめに 
 
 「外国語発表会」は愛知学泉大学豊田学舍国際
交流委員会が主催している外国語による発表の会
である。この会には大学生ばかりでなく高校生も
参加している。「外国語発表会」にはこれまで系
列高校の岡崎城西高校と安城学園高校からの参加
がある。 
本稿では「外国語発表会」をグローバル人材育
成の動向から振り返る。「外国語発表会」はグロ
ーバル人材育成の中でどのように位置づけられる
だろうか。大学、高校双方の立場でその意義を考
察する。「外国語発表会」は、語学力の向上を目
指すことはもちろんだが、それにも増して重要な
役割は、発表の機会を設けることによって参加者
の主体性や積極性を涵養し、参加者同士の交流に
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よって彼らが社会の多様性を認識することである。 
 
2 グローバル人材育成の動向 
 
2.1 国のグローバル人材育成政策 
 グローバル人材とはグローバル化が進む中で必
要とされる人材のことである。グローバル化には
様々な見方があるが、本稿で扱うグローバル人材
と関わるグローバル化は冷戦終結後、1990 年代以
降、人、物、資本、情報が国境を越えることが活
発化したことである。企業の海外展開は以前から
あったが、その機会が増えたことで、海外勤務従
業員の人材不足が起こっている。かつて海外駐在
はエリートのためのあこがれのものであった。し
かし、最近は海外駐在を希望する者も海外への留
学生数も減少している（産学人材育成パートナー
シップ グローバル人材育成委員会 2010）。世界
市場で力を弱めつつある日本企業が、巻き返しを
図るための方策として注目したのが、人材育成で
ある。日本では人口減少と高齢化により国内市場
が縮小しているので、企業は市場を海外に求めざ
るを得ない。 
 グローバル人材育成という言葉は、産業界の要
請によって、国の指針として教育機関に伝えられ
た。日本企業は人材育成を社内で行ってきたが、
それが大学にも向けられたのである。大学は国の
政策に敏感に反応している。グローバル人材育成
についてＮＨＫが 2014 年に全国の大学にアンケ
ートを取ったところ、459 大学から回答があり、
その 91％が育成が必要と答えた（「“グローバル人
材”を育成せよ〜京都大学での改革への挑戦〜」
2015）。大学でのグローバル人材育成の対象はさま
ざまである。海外留学を必修にして積極性を育成
しようとする大学もあれば、研究者としてのグロ
ーバル人材育成を目指す大学院もある。 
 さて、グローバル人材とはどのような人材であ
ろうか。グローバル人材育成委員会は 2010 年４月
の報告書において、グローバル人材を次のように
定義している。「『グローバル人材』に共通して求
められるのは、通常の社会人に求められる①「社
会人基礎力」に加え、②外国語（英語）でのコミ
ュニケーション能力、③異文化理解・活用力。」（産
学人材育成パートナーシップ グローバル人材育
成委員会 2010 年４月: 7） 
 ここで外国語に関しては、特に世界で幅広く通
用する英語と括弧書きがついている。また、グロ
ーバル人材は「社会全体で育成することが必要」
としながらも、「特に・・・大学での育成を充実さ
せることが重要」と提言している（産学人材育成
パートナーシップグローバル人材育成委員会
2010 年 4 月：8）。海外留学・海外学習が提案され、
日本人の若者が海外へ行くことがグローバル人材
への一歩ととらえられている。大学においては、
外国人教職員の採用、外国人留学生の受入れ、帰
国生の受入れを拡大すること、一般入試の英語の
問題の改善も提案されている。 
図 1 経済産業省『報告書～産学官でグローバル人材の育成を～』概要 
 
 文部科学省は 2010 年に設置されたグローバル
人材育成推進会議の提言を受け、グローバル人材
の概念を次の要素で表した。１語学力・コミュニ
ケーション力、２主体性・積極性、チャレンジ精
神、協調性・柔軟性、責任感・使命感、３異文化
に対する理解と日本人としてのアイデンティティ
（グローバル人材育成推進会議 2011 年６月：３）。
日本人としてのアイデンティディが明記されてい
る点は異なるが、社会人基礎力と外国語でのコミ
ュニケーション力、異文化理解力を含んだ経済産
業省が定義したグローバル人材と同じ方向を向い
ている。国の財政支援を獲得した大学は、学生の
留学支援や、英語教育の改革に着手した。 
 従前から日本人の英語運用能力の低さは議論さ
れてきたが、ここで英語能力試験を運営する業界
は、グローバル人材という言葉を頻繁に使用し始
めた。TOEIC Newsletter では「大学教育におけ
るグローバル人材育成強化」という特集が組まれ、
大学での英語教育の取り組みが紹介されている
（June 2011）。こういった宣伝が功を奏し、一般
社会に英語教育と留学がグローバル人材育成を連
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想させるようになった。しかし、その安易な結び
つけを危ぶみ、グローバル人材を考えるときに、
見逃してはならない点があることを指摘する声が
ある。椛島はグローバル人材育成の課題として「大
学のアイデンティティという点から考えれば、ま
ずは、大学としてグローバル人材育成に何が求め
られているのかを見極めねばならない。」
（2015:10）と述べている。また杉村はグローバル
人材像ではなくグローバルな問題への対応に焦点
を当てている。 
 
グローバル人材のモデル像を各大学や組
織等で考える場合には・・・むしろ個々人
がいかにグローバルな諸問題に対応するか、
またその過程でいかに柔軟に自らの立ち位
置を考えようとしているかが問われている
ことに留意する必要があろう（2015:34）。 
 
 グローバル人材育成は産業界の要請により国家
主導で始まった。その影響は今や大学だけでなく、
高校から小学校まで広がっている。英語教育が小
学校で行われていることはその例である。しかし、
グローバル人材の要素は上がっているものの、何
をもってグローバル人材とするのかには議論があ
る。あるいは議論なく追われるままに改革を行っ
ているところもあるのではないか。 
 
2.2 グローバル人材育成への他の視点 
 
2.2.1 日本の学校の隠れたカリキュラム 
 教育社会学ではカリキュラムは人を社会化する
ために学校で学ぶべき知識を科目として編成した
ものであると見る。そのカリキュラムをフォーマ
ル・カリキュラムと呼ぶが、それに対して隠れた
カリキュラムという概念がある。隠れたカリキュ
ラムは科目としては明記されていないが、学校で
学ぶことである。生徒を取り巻く要因−−他の生徒、
教員、規則、規範等−−は隠れたカリキュラムとし
てフォーマル・カリキュラムと同様に彼らを社会
化する（近藤、岩井 2015）。 
 隠れたカリキュラムには様々あるが、グローバ
ル人材育成との関わりで取り上げるべきことは何
であろうか。筆者が教室で気になる学生の行動に
次のような例がある−−イエス・ノーをはっきり言
わない。質問されても、無言のままでいる。自分
からは発言しない。相手から目を反らす。うつむ
いたままでいる。これは誤解を生む原因であり、
コミュニケーションは成り立たないだろう。グロ
ーバルには確実に混乱を招く。しかも、試験や課
題ができるいわゆるまじめな学生にも、こういっ
た行動を取るものがいる。 
 
2.2.2 グローバル人材育成を阻む日本人性 
 近年グローバル人材育成が叫ばれるようになっ
たのも、日本人が海外で苦労することに企業が危
機感を持ったからに他ならない。グローバル人材
育成でよく取り上げられることの一つに英語教育
がある。英語教育の効果を上げるために、カリキ
ュラム、教授法、教員の見直しがなされているが、
問題の根底に日本の学校の隠れたカリキュラムが
あるのではないだろうか。隠れたカリキュラムは
日本社会のあり方を映す。 
 松尾（2005）はマジョリティであるがゆえに見
逃しがちな日本人性について指摘している。 
 
まず、ホワイトネス研究において、アメ
リカ社会の主流集団である白人を問題にし
たように、日本社会の文脈においてはマジ
ョリティとしての「日本人」を問う必要が
あるように思われる・・・「日本人」である
ことは、たとえば、目に見えない社会の規
範を形成し、・・・あるパースペクティブを
内面化していることを含意しているのであ
る。（23） 
 
この視点は日本人の英語教育を考えるときに適
用できる。人前で話すことは多くの日本人にとっ
て緊張を伴う。英語教育の効果について語るとき、
英語の教授法や教材も重要であるが、まず学習者
の日本人性を意識することが必要ではないだろう
か。 
 控えめであることが美徳であれば、自ら意見を
言わなくなる。相手の目を見ることが攻撃的と取
られるならば、視線を反らし、減点式で評価され
るなら、無言でいることが得策である。伝統的な
日本の学校で教育を受けてくると、自分の意見を
言うことが困難になっていく。留学であれ仕事で
あれ、海外に出て気付くことは、外国語で話すハ
ンディに加えて、意見を言うこと自体に慣れるの
に労力がいることである。日本人には間違いや相
- 15 -
「地域社会デザイン研究」第 4 号（2016） 
手の思惑を気にして、気軽に話せない人が多い。
幼い頃は我先にと話していたことを思うと、自分
の意見が言えなくなったのは学校教育あるいは日
本社会に原因があるのではないか。 
 日本国民としての教育がグローバルに通用しな
いならば、学習者の持つ文化である日本人性に教
員も学生も気づき、それを乗り越える必要がある
だろう。 
2.2.3 国内の多様性 
国のグローバル人材育成の指針は端的に言えば
マジョリティの日本人を対象にグローバル人材に
して企業の海外従業員として使えるようにしよう
とするものである。しかし、国内に目を向けると、
現実には国内も文化的に多様である。杉村は固定的
なグローバル人材像には疑問を投げかけ、「『グロー
バル人材』には日本人のみならず海外から日本に来
る外国籍の人々も含めて考える視点が求められる」
（2015：33-4）と指摘している。また北村は日本の
学校に文化的に多様な生徒が増加し続けているこ
とをふまえ、市民性の教育において「多文化社会の
なかでどのように市民を育てるか」（2015:3-4）を
テーマとして挙げている。北村によれば、「先進国・
中進国・途上国で教育課題の詳細は異なるが、いず
れの国の文脈においても、グローバル化する 21 世
紀の社会で責任ある『市民』を育てることの重要性
は共通した課題である」（2015:1）。グローバル化に
よる多文化社会での市民育成の視点は、企業人とし
てのグローバル人材の枠にも、日本の人材育成にも
とどまらない広い視角を与え、同時に国内の多様性
に目を向けさせる。 
3 グローバル人材育成と関わる系列高校の部活
動の取り組み 
3.1 岡崎城西高校「英語部」の紹介 
岡崎城西英語部は、昨年度までは「国際協力部」
という名称であったが、「英語学習にさらに力を入
れて取り組みたい」という部員の要望を取り入れ
「英語部」に名称変更した。ここで、英語部部員の
活動歴や構成について触れてみたい。生まれてか
らずっと日本で生活してきた生徒たちが大多数を
占めるが、国際交流に関心のある生徒たちが自然
と集まってくる。部長が中国へ留学した経験を持
つ他、タンザニア出身の本校生徒や海外からの留
学生たちや英語圏の外国人教師たちが部活動に参
加している。つまり、他の部活動と比較すると、
海外とつながり、外国語を使うことに関心が高い
生徒たちが多い。日本にいる場合、日本人がマジ
ョリティで外国とつながっている人たちがマイノ
リティだと定義したら、英語部という場所は彼ら
マイノリティの居場所になる可能性が高い。実際、
教室の中で自分の存在を十分にアピールできなか
った生徒たちも、英語部に居場所を見出し、そこ
で得たエネルギーを教室へ持ち帰って明るく元気
に活動している姿を見ることが少なくない。
3.2 愛知サマーセミナー講座 
昨年度（2014 年度）、当時の国際交流委員会委
員長の U 教授から、愛知学泉大学留学生たちと岡
崎城西高校英語部の共同学習実施の誘いを受けた。
U 教授とは、タンザニア出身の本校生徒が、2014
年度愛知サマーセミナー講座「タンザニアの文化
について学ぼう」で発表した時に、応援を得たつ
ながりがある。その流れから、愛知サマーセミナ
ーでの高大連携の活動につながった。英語部部長
は中国語ができることから、四月から来日予定の
中国人留学生たちと年末から中国語のメールで連
絡を取り始め、2015 年度の愛知サマーセミナー講
座「中国文化に触れ合おう」の準備のために情報
交換を始めた。四月に迎える中国人留学生たちと
「生きた中国語」でコミュニケーションできたこと
は、彼の存在を再確認する手がかりにもなり、さ
らに積極的に部活動を盛り立てるようになった。
ここで、愛知サマーセミナーについて言及して
おきたい。愛知サマーセミナーは今年で 27 回目
を迎えるセミナーであるが、以下のように定義さ
れている：「愛知サマーセミナー」は、教師、住民、
生徒の誰もが「先生」になることができ、誰もが
「生徒」になることができる「学びの祭典」である。
この定義を踏まえると、愛知学泉大学留学生た
ちと岡崎城西高校英語部が求めていた「学び」の
場がまさにここにもあったといえる。四月と六月
の部活動時にニ度、U 教授が三名の中国人留学生
たちを引率して岡崎城西高校へ来校された。初回
は部室で自己紹介を中心に、愛知サマーセミナー
の発表内容をブレインストーミング形式で確認し、
次回の課題を提示して終了した。ニ回目は、三名
の留学生たちがパワーポイントでまとめた内容を
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英語部の生徒たちに披露してくれた（W―祭り・
Q―食文化・Z―茶道）。英語部では、部長が高校
二年時に中国の高等学校へ留学していたことから、
「中国の学校生活」についてクイズ形式でまとめ、
部員全員がプレゼンテーションに関わる企画をし
た。 
サマーセミナー当日、今まで時間をかけて準備
してきた講座の内容を「発表」するため、部員が
それぞれの役割を果たして関わることに務めた。
この姿勢は、一つの企画を皆で作り上げる「喜び」
と「達成感」を味わうことにつながり、共同学習
に参加することを通して大きな「自信」を促した。
また、23 名の参加者に対して、配慮しながら講座
を進める工夫も施され、人として一歩成長した機
会にもなった。サマーセミナー後の部員の部活動
へ関わる姿勢に変化が見られたことは言うまでも
ない。大学生や大人たちと学びを共有させていた
だくことにより、高校生たちは大きな刺激を受け
るのである。 
写真 1「愛知サマーセミナー会場校での発表の様子」 
 
3.3 駐名古屋中国総領事館訪問 
2015 年愛知サマーセミナーの発表の前日に、昨
年度から続いている「駐名古屋中国総領事館訪問」
の行事がタイミングよく入り、そこへ愛知学泉大
学留学生たちも招待された。普段の部活動が「日
常的」な空間であれば、領事館訪問や愛知サマー
セミナーの講座発表はまさに「非日常的」空間で
あり、学びの質がいささか違ってくる。つまり、
教室や教科書から離れた学びがそこにあり、さら
に楽しく人生勉強や社会勉強ができる恩恵がある
のだ。    
（参照－ガクセンブログアドレス：http://www. 
gakusen.ac.jp/u/life/blogn/index.php）  
 岡崎城西高校英語部の立場から言及すれば、中
国総領事館訪問では、普段は入館できない施設に
招待される緊張感も味わえ、異文化施設訪問マナ
ーも同時に学んだ。また、領事や副領事から直々
にスピーチが披露され、彼らが外国語である日本
語を流暢に話す姿に触れ、大きな感動を味わった。
高校時代の社会学習体験としてはとても恵まれて
いると感じる。愛知学泉大学留学生たちも、中国
総領事館訪問時には、サマーセミナーの発表内容
を五分間のダイジェスト版にして発表したが、リ
ハーサルを含めて発表の回数を重ねるたびに、日
本語や説明の技術も発達し、彼等も留学先日本で
「発表」する機会に恵まれたことをとても喜んでく
れた。 
 上記の内容を踏まえると、共同学習の意味は、
「違う立場の人達（この場合は、領事館職員、留学
生、高校生、大学教授、部活顧問）と触れ合い、
関わり合うことによって大きな社会学習につなが
った」といえる。外部の世界に触れる体験をした
結果、それぞれの立場で、一人一人の人間の成長
を垣間見ることが出来たのである。 
写真 2「発表と懇親会を終えた後、記念撮影」 
 
3.4 在名古屋米国領事館訪問 
 英語部では、名称変更とともに「英語学習をさ
らに取り入れる」ことを目標設定した。その一つ
の課外活動に、毎年ご案内され招待されている「在
名古屋米国領事館訪問」が挙げられる。訪問先で
は、毎年七月下旬に「アメリカ大学留学説明会」
が開催されているが、昨年度、今年度はその前後
に、高校生向けの「アメリカ領事との懇話会」を
設定してくださり、そこに参加する機会に恵まれ
た。スカイプを使って、東京、名古屋、福岡、沖
縄にある在日米国領事館が連携して留学説明会を
開催し、そこに日本の高校生が参加する。アメリ
カ留学に必要な情報を案内、提供され、それに対
して質疑応答をするものである。説明会の時間は
約一時間であるが、留学生活に関心の高い高校生
たちが質問内容を発表して、不明な点や疑問点を
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問題解決し、留学準備を整えるための企画でもあ
る。 
 英語部の生徒たちも、参加することによりアメ
リカ留学事情に触れ、社会学習をする機会に恵ま
れる。同時に、同じ年代の生徒たちが意見を発表
する場所で時間を過ごすことにより、大きな刺激
を受ける。その後、アメリカ領事との懇話会では、
英語で挨拶と自己紹介をし、雑談の中でも生きた
英語に触れる。そこには、普段の部活動では味わ
うことのできない緊張感や感動がある。毎年、在
名古屋米国領事館職員たちから、生徒たちに大き
なモチベーションを注入していただき、大変感謝
している。 
 
3.5 JICA 中部研修参加 
「JICA 中部地球ひろば」を紹介したい。名称「国
際協力部」の時代から、部活動の一環として訪問
している、発展途上国支援について学ぶ研修施設
である。先進国についてばかり学習するのではな
く、地球レベルで総合的学習をすることが目的で、
毎年参加している JICA 中部研修に、今年もニ日
間参加した。合同研修で、ニ日間通して一緒に過
ごした豊橋商業高校英語部の生徒たちと、本校英
語部の生徒たちに、以下アンケートを実施した。
アンケート実施の目的は、今まで単独で実施して
いた研修が、合同になったことに対する意識の変
化を探ることである。ここでは生徒たちが「異文
化理解促進」に対して、どれだけ満足度があるの
かを見てみたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3「貿易ゲーム後、話し合った内容を発表」 
 
写真 4 「地球案内人発表に向けてグループごとの話し合い」 
 
 
 
 
 
 
時間（8月4日） 内容 時間（8月5日） 内容
10：00～10：20 挨拶・導入 10：00～10：20 1日の活動内容説明
グループ分け
・アイスブレーキング
国際協力体験談
（ジンバブエ）
午後の活動説明 国際協力体験談
・Q＆Aアンケート （東ティモール）
12：00～13：30 昼食＆休憩 11：40～12：00 Q&A
13：30～13：40 午後のアクティビティ導入 12：00～13：00 昼食＆休憩
グループ分け 午後のアクティビティ導入
・アイスブレーキング ・アイスブレーキング
地球案内人発表練習
（練習→発表→意見交換→改善）
15：30～15：40 休憩 14：15～14：25 休憩
Q&A 地球案内人見習い発表
・アンケート記入 （各グループ5分程度）
（発表→フィードバックをもらう）
15：10～15：30 振り返り・アンケート記入
10：20～10：40体験ゾーン10：20～11：00
13：40～14：00 13：00～13：15
※岡崎東高等学校英語部は、4日の午前中のみの参加のため、アンケートは実施していない。
豊橋商業高等学校英語部・岡崎城西高等学校英語部・岡崎東高等学校英語部
（合同）
なごや地球ひろば訪問プログラム　日時：2015年8月4日、5日
TIME　TABLE
14：00～15：30 貿易ゲーム 13：15～14：15
15：40～16：00 14：25～15：10
11：00～11：40 10：40～11：00 地球案内人入門
11：40～12：00 11：00～11：40
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アンケート調査結果
調査結果（未回答のものも含んで分析したことを追記）
まずは、あなた自身のことについてお尋ねします。
あなたの所属校を〇で囲んでください。
豊橋商業高等学校（11名）・岡崎城西高等学校（11名）
・学年 年　 氏名： 女子（14名）・男子（8名）
１．この研修に参加するのは、今年で何回目ですか？　　 1回目（21名）・2回目（1名）
２．この研修に参加を希望するのはなぜですか？理由を書いて下さい。
（豊橋商業高校英語部）
・毎年恒例の行事だから。3
・もっと、英語の知識を深めたいと思ったから。3
・具体的にJICAがどのような活動を行っているか実際に見てみたかったから。3
・世界のことについて知りたかったから。1
（岡崎城西高校英語部）
・将来、国際的な仕事に就きたく、そのために世界の現状を見て聞いて知りたかったから。
・発展途上国のことなどについて興味があったから。
・異文化理解を深めるため。
・他国の貧富の差や状況を知ることができるから。2
・先生が勧めてくれたから。3
３．研修スケジュールの活動で、一番よかったものを1つ選んで下さい。
（豊橋商業高校英語部）
ア．国際協力体験談（ジンバブエ）（１日目）1　イ．貿易ゲーム（１日目）9
ウ．地球案内人入門（２日目） エ．国際協力体験談（東ティモール）（２日目）
オ．地球案内人発表練習（２日目）1 カ．地球案内人見習い発表（２日目）
（岡崎城西高校英語部）
ア．国際協力体験談（ジンバブエ）（１日目）2　イ．貿易ゲーム（１日目）6
ウ．地球案内人入門（２日目） エ．国際協力体験談（東ティモール）（２日目）2
オ．地球案内人発表練習（２日目） カ．地球案内人見習い発表（２日目）1
2015年度　JICA中部夏季研修参加者アンケート
岡崎城西高校　英語部顧問　小島由美
調査ご協力へのお願い
この調査は、JICA中部夏季研修へ参加された皆様が、異文化交流活動に対して、どのよう
な意見や感想を持っているのかを知り、それを将来の教育活動に役立てるものです。JICA
中部夏季研修を振り返りながら、以下の質問にお答えください。個人の氏名が公表される
ことは決してありません。結果は後日報告致します。それでは、ありのままにお答え下さ
い。答えは指示の無い限り、あてはまる番号に〇を付けて下さい。
まずは、あなた自身のことについてお尋ねします。
あなたの所属校を〇で囲んでください。
豊橋商業高等学校・岡崎城西高等学校
・学年 年　 氏名： 女子・男子
１．この研修に参加するのは、今年で何回目ですか？ 回目
２．この研修に参加を希望するのはなぜですか？理由を書いて下さい。
　（　　 　）
３．研修スケジュールの活動で、一番よかったものを１つ選んで下さい。
ア．国際協力体験談（ジンバブエ）（１日目）　イ．貿易ゲーム（１日目）
ウ．地球案内人入門（２日目） エ．国際協力体験談（東ティモール）（２日目）
オ．地球案内人発表練習（２日目） カ．地球案内人見習い発表（２日目）
４．なぜ、その活動が一番よかったですか？理由を書いて下さい。
（　 　）
５．自校のみで参加した時と、他校と合同で参加した時の違いについてお伺いします。
自校のみで参加した時と、他校と合同で参加した時と比較して、どちらの方が「学んだこ
と」や「感動」が大きかったですか？
ア．自校のみ イ．他校と合同 ウ．どちらも良かった
６．アと答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（　 　　）
７．   イと答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（　 　　）
８．  この研修に参加することは、異文化理解を促進することにつながると思いますか？
はい いいえ
９．   ８で「はい」と答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（　 　　）
１０．８で「いいえ」と答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（　 　　）
ご協力ありがとうございました。
４．なぜ、その活動が一番よかったですか？理由を書いて下さい。
（豊橋商業高校英語部）
ア．国際協力体験談（ジンバブエ）（１日目）1
・遠い国の開発途上国でどんなことをしているのか、わかりやすかったから。
イ．貿易ゲーム（１日目）9
・楽しかったから。
・世界の経済格差についてゲームを通して体験できたから。
・開発途上国の気持ちが分かったから。
・城西高校の方たちとも協力することができて楽しかったから。
・楽しみながら貿易について学ぶことができたから。
・他校の人とも一緒に活動をして、交流を深められたから。
・貿易ゲームを通して、貧しい国の気持ちが分かるから。
・みんなで協力するところが楽しかったからです。
・自分で体感して学習できたから。
ウ．地球案内人入門（２日目）1
・そのことについて詳しく知れてよかった。
（岡崎城西高校英語部）
ア．国際協力体験談（ジンバブエ）（１日目）2
・青年海外協力隊の人の話を聞くことができ、他国に興味を持つことができた。
イ．貿易ゲーム（１日目）6
・世界の金の流れ、お金のある国と無い国の差がよく分かった。
・他校の人と仲良くなれたから。
・自分の意見が出せたから。
・楽しく頭が使えた。
・コミュニケーションが取れて楽しかったです。2
エ．国際協力体験談（東ティモール）（２日目）2
・現地の本当に必要な物を現地の人に作らせるという事に感心したから。
カ．地球案内人見習い発表（２日目）1
・色々な意見が聞けたから。
５．自校のみで参加した時と、他校と合同で参加した時の違いについてお伺いします。
自校のみで参加した時と、他校と合同で参加した時と比較して、どちらの方が「学んだこ
と」や「感動」が大きかったですか？
（豊橋商業高校英語部）
ア．自校のみ イ．他校と合同　4 ウ．どちらも良かった　6
（岡崎城西高校英語部）
ア．自校のみ イ．他校と合同 8 ウ．どちらも良かった　3
６．アと答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（　 ）
７．イと答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（豊橋商業高校英語部）
・初対面の人と協力して取り組んだから。
・知らない人たちでも協力することができて楽しかったから。
・いろんな人の意見が聞けて、参考になるからです。
・他校と交流できてよかった。
（岡崎城西高校英語部）
・他校との協力ができたから。
・より多くの考え方に触れ、自分の視野を広げられると思ったから。
・様々な意見を聞くことができたから。
・コミュニケーションの勉強。
・友達が増えた。
・たくさん話せて仲良くなれたから。
なお、質問項目にはなかったが「ウ．どちらも良かった」と回答したメンバーに理由を聞
いたら「どちらも勉強になると思ったから」という前向きな意見が伺えたことも明記した
い。
８．この研修に参加することは、異文化理解を促進することにつながると思いますか？
（豊橋商業高校英語部）
はい　9 いいえ　1
（岡崎城西高校英語部）
はい　11 いいえ
９． ８で「はい」と答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（豊橋商業高校英語部）
・国際協力体験談を聞いて、世界の現状を知ることができたから。
・色々な話を聞いて、自分達で意識することが多くなったから。
・国際協力体験談など、実際にあったことを聞けるから。
・現に自分が異文化について理解できたから。
・世界の国々の色々な文化を知ることができたから。2
・色々なことに興味が湧くから。
・今まで知らなかったことを知ることができたから。
（岡崎城西高校英語部）
・貧困や水不足について学べたから。
・異文化を知る機会はなかなか得られるものではないから。
・改めて日本が恵まれていることに気付けた。
・他国の文化に触れ、聞くことができたから。2
・異国のことを自分で調べては発表したから。
・何も知らないより、知ったほうが良いから。
・普段は考えたりしない他国の生活状況などを知ることができるから。3
１０．８で「いいえ」と答えた人にお尋ねします。それはなぜですか？理由を書いて下さい。
（豊橋商業高校英語部）
・他国の文化についてはあまり触れなかったから。
ご協力ありがとうございました。
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回収したアンケートを分析してみると、他校と
の合同研修会に参加することに、多くの生徒たち
が前向きであることが窺える。JICA 中部で発展
途上国の支援を考えるセミナーに参加し、自分た
ちが出来ることを考えるきっかけを得たことはも
ちろんであるが、それ以上に、他校の仲間と一緒
に「楽しく」学べたという意識が見られる。何故
ならば、多くの生徒たちが「合同」で研修に参加
した方が良かったと回答しているからだ。例えて
いえば、「黄色」と「青色」の絵の具を混ぜたら、
全く違う色の「緑色」が出来上がるように、単独
では得られない収穫があったと参加生徒たちが考
えていることから、「単独よりも合同で研修を実施
する方が、グローバル人材育成にさらに貢献する」
とも考えられる。 
ここで、豊橋商業高校英語部顧問に、昨年度ま
で単独で実施されていた研修が、今年は合同で実
施したことで、得られたメリットとデメリットを、
以下のように箇条書きで明記していただいた。 
 
メリット 
・他校の生徒と実施することで良い意味での緊張
感が生まれる。 
・企画の展開が読めないから良いものが出てくる
可能性がある。 
・他校顧問と一緒に活動できたことで生徒にとっ
て役立つ連携授業ができた。 
・メンバー次第ではより活発なディスカッション
ができる。 
 
デメリット 
・本校独自の教育プログラムができるかどうか？
相手校とのバランスを考える必要がある。 
・生徒の中にはちょっと他校の生徒との交流を構
えてしまうことがある。 
 
確かに、他校と交流することをはじめはためら
う生徒たちもいるであろうが、共同学習は、同時
に異文化学習にもつながる。自国の中で、自分た
ちとは異なる生活環境にいる仲間と触れ合うこと
に積極的になれるのであれば、異国の仲間とも協
力し合える姿勢が育成されるのではないだろうか。
この社会学習体験の中で、国際感覚を磨くための
社会性を身に付けるきっかけになっていると期待
したい。つまり、知らない人たちとも協力して意
見を発表し合う準備を進める体験が、将来迎える
であろう国際交流や国際協力活動に関わる生徒た
ちの「自信」と「誇り」を培うのである。 
写真 5「2015 年度 JICA 中部地球ひろば 合同研修」 
（平成 27 年 8 月 4 日、5 日） 
 
4 外国語発表会 
 
4.1 主催大学側から見る外国語発表会 
ここでは外国語発表会のはじまりから現在まで
を振り返りたい。外国語発表会は豊田学舍国際交
流委員会（2011 年から 2013 年までは学生委員会）
が運営している。その運営には国際交流委員と学
生課職員が主に関わるが、それ以外にも初期の発
表会のアトラクションでは中国語とフランス語の
非常勤講師の方の助けを得た。学生の指導や、審
査員としては、数多くの方の協力があったことは
言うまでもない。ここでは主に筆者が準備・運営
に関わった時の資料を元に説明する。 
 外国語発表会は豊田学舎において 2007 年度に
始まった。当時の経営学部国際交流委員長であっ
た K 教授が留学生の日本語スピーチ・コンテスト
として発案したものである。しかし、計画の段階
で留学生だけでは淋しいかもしれないと、他言語
の参加も募った結果、英語と中国語も含まれるこ
とになった。それでも参加者が少ない場合を恐れ、
第１回は社会人語学講座の受講者にも参加を呼び
かけた。2007 年から 2015 年までの発表言語と参
加者数は表 1 を参照されたい。2007 年６月の開
催準備会議資料によると、外国語発表会は当初「愛
知学泉大学スピーチコンテスト」という名称であ
った。その目的は「スピーチコンテストを通して、
日本人学生と留学生がそれぞれ異なる視点、経験
に触れる機会を持つ。外国語での発表を通して、
コミュニケーション能力を高める」とある。それ
が秋の学泉祭で開催した時には「外国語発表会」
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という現在の名称に変わっていた。そして、次の
ように特徴づけられていた。「外国語はそれほど上
手ではなくても、幅広く参加者を求めるため、ス
ピーチの他に朗読、対話、早口言葉などを取り入
れ、楽しい会とする」(外国語発表会案 2007 年）。
この第１回には社会人語学講座からの出場があり、
見事なパフォーマンスを見せてくれた。しかし、
社会人と学生ではこれまでの学習時間に大きな差
があり、到達度にも開きがある。このままでは社
会人中心の発表会になり、学生が怖じ気づいてし
まうのではないかとの心配の声が上がった。学生
中心のイベントにするために、次回からは社会人
語学講座には別の発表会を設けてもらうことにし
た。
2008 年第２回外国語発表会の開催に向けて、国
際交流委員長から教員に案内が送られた。それは
学生の参加を促してもらうための依頼であったが、
次のように外国語発表会の趣旨が明確に記してあ
る。
・・・外国語発表会開催の主たる目的は、
参加体験を通じて
．．．．．．．．
本学の学生に達成感
．．．
と自
．
信
．
を得させることです。流暢に話せなくて
も結構です。「暗唱」にはこだわらず、原稿
やメモを見ても一向に構いません。初級か
ら上級まで幅広く、参加者それぞれが全力
を尽くし、やってよかったと感じてもらえ
れば発表会は成功です。（教員向け案内
2008 年） 
この年には開会アナウンスを多言語（英語、ポ
ルトガル語、中国語、フランス語、日本語）でデ
モンストレーションした。「これから外国語発表
会を始めます」という内容の短い表現であるが、
さまざまな外国語が流れたことは、発表会開始の
雰囲気作りになった。ポルトガル語はブラジルと
つながる学生に、フランス語は当時第二外国語と
して開講していたが、その講師の先生にお願いし
た。採点集計の間には英語の S先生制作のデジタ
ル紙芝居を上映した。採点集計の間に観客に楽し
んでもらうためである。 
 2009 年第３回からは系列校である岡崎城西高
等学校の生徒が参加する。これ以降、毎年英語担
当の K先生引率の下、参加が続いている。この頃、
大学では社会人基礎力養成に力を入れるようにな
り、国際交流委員長から教員への案内も社会人基
礎力について、次のように触れている。 
・・・外国語はそれほど上手でなくても（習
熟度に関係なく）聴衆の前で外国語で発表
する経験を通して、語学への興味を高める
と同時に、社会人基礎力として、「前に踏
み出す力」・「主体性」・「ストレスコン
トロール」・「発信力」などを育む機会に
したいと考えています。（教員向け案内
2009 年） 
 2010 年第４回には再び多言語開会アナウンス
のデモンストレーションを取り入れた。ブラジル
とつながる学生がポルトガル語とスペイン語で、
他にも中国語、英語、日本語で「これから外国語
発表会を始めます。携帯電話をお持ちの方は、サ
イレントモードにしてください」とアナウンスし
た。授業の発表で使い慣れているからだろうか、
発表と平行してパワーポイントを使う学生が増え
た。発表者はパソコンを見つめ、観客はスクリー
ンを見つめる。本学の外国語発表会では幅広い発
表を受入れているが、口頭発表の会である原点に
戻って、パソコンの使用は制限するべきだという
意見が出た。 
 2011 年から 2013 年までは国際交流委員会がな
くなり、学生委員会が開催を担当した。しかし
2014 年には国際交流委員会が再び担当するよう
になり、現在に至る。2014 年の教員向け案内には
委員長が次のように趣旨説明をしている。「外国
語で発表する体験を通して、積極的にコミュニケ
ーションをはかる力を育みたいと考えております。
公の場で話す経験は人生の他の場面でも役立つこ
とでしょう」（教員向け案内 2014 年）。この間、
2013 年と 2014 年には安城学園高等学校からの参
加があり、2015 年には、初めて愛知学泉短期大学
からの参加があった。 
以上のように、外国語発表会を振り返ってみる
と、主催者側は外国語の発表を通して参加者が自
信や積極性を養うことを目指してきたことがわか
る。一般のスピーチ・コンテストを真似するので
はなく、さまざまな習熟度の発表者を受け入れ、
応援することで、発展継続させてきたのである。
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4.2 系列高校側から見る外国語発表会 
4.2.1 岡崎城西高校英語部 
筆者（小島）は、岡崎城西高校へ着任して今年
で七年目を迎える。当初から国際協力部（現英語
部）の顧問であったが、活動内容の一環として系
列校愛知学泉大学学泉祭行事「外国語発表会」に
本校生徒、又は留学生を引率して毎年参加してき
た。その理由の一つに、「生徒たちが、異なる環境
で生活している人たちとの出会いを通して、次の
ステップにつながるきっかけに気づく」ことが挙
げられる。発表者として、又は聴衆として参加し
た生徒たちは、それぞれの立場で何らかの学びを
得て、その学びを学校現場に積極的に取り入れて
生活していく姿勢が見られた。 
その一つの事例が、昨年度、外国語発表会の中
国語のスピーチ部門で「優秀賞」を受賞した、本
校生徒の飛躍である。昨年度の体験を踏まえて、
今年は名古屋外国語大学中国語学科主催の第 28
回中国語スピーチコンテスト高校生の部に出場し、
第三位に入賞した。この生徒は、自ら次につなが
るステップを見出して積極的に関わる姿勢が見ら
れ、大きな自信につなげていったといえる。 
彼は、昨年度、とても主観的な内容のスピーチ
の初稿を部活動の中で発表し、部員から客観的な
意見を取り入れ、内容を再構成し、仕上げた経験
がある。あれから一年経過しているが、今回のス
ピーチ内容を見てみると、その内容が聴衆に向け
られた形で構成されていて、さらに洗練されてい
る。 
以下、中国語、およびその日本語訳のスピーチ
が掲載されているので、ご参照を願いたい。 
 
スピーチ原稿 
大家好 我是冈崎城西高中三年级的 S。我高一到高二的
时候去了中国留学了一年。 
 
我的梦想 
冈崎城西高中学校三年  S 
 
大家都有各种各样美好的梦想不过我的梦想是从小时候
开始吧。因为我还记得小时候跟爸妈去商店的时候，每
次在玩具专卖店买小玩具的汽车模型，有时候爸妈不给
我买我就躺在地上哭，爸妈没办法只好买了才回家，后
来家里有很多各种各样的小汽车模型。爷爷还说过“健
一你可以开汽车公司了”大家都笑了起来。不过其中我
最喜欢的一种是，黑色跑车的小汽车。我依稀还记得小
时候总是跟爷爷站在马路边看汽车，各种各样的汽车通
路过身影给我留下了深刻的印象。我的梦想是开一个自
己的名牌汽车公司，自己设计汽车。 
所以，我打算先在日本上班学技术，再去新加坡。为了
实现自己的梦想，我现在正努力学习经营和汽车相关的
风力，压力，重力，质量等的知识。去中国留学的一年
里，学会汉语。新加坡也有很多人说汉语，所以很方便。 
现在我爸在中国开了一个汽车相关的公司，我想超越我
的爸爸。 
我相信通过努力就可以实现自己的梦想，所以我现在正
努力学习着，也希望大家也能实现自己的梦想。 
谢谢 
 
みなさんこんにちは。私は岡崎城西高校三年のSです。
私は高校一年から二年までの一年間、中国に留学して
いました。 
 
私の夢 
岡崎城西高校三年 S 
皆さんはそれぞれさまざまなすばらしい夢をおもち
でしょう。私の夢は小さいころからのものです。私が
子供のころ、両親に連れられてお店に行くたびに、お
もちゃ屋で小さな自動車の模型を買ってもらったこと、
買ってもらえない時に私が床に寝そべって泣いたので、
両親が仕方なく買ってくれ家に帰ったことを覚えてい
ます。やがて、家の中はたくさんの色々な小型自動車
のおもちゃでいっぱいになりました。父はこうも言い
ました。｢おまえは自動車会社ができるね。｣ みんな笑
いました。でも、私が一番好きだったのは、黒いレー
シングカーでした。幼い頃にいつも父について大通り
沿いに立って自動車を見たのを覚えています。いろい
ろな自動車が通っていく姿は私に強い印象を与えまし
た。私の夢は、自分のブランドの自動車会社をつくり、
自分で自動車を設計することです。 
 だから、私はまず日本で働きながら技術を学び、そ
れからシンガポールに行くつもりです。自分の夢を実
現するため、私は現在一生懸命に経営および自動車に
関する風力、重力、質量、品質などの知識を学んでい
ます。中国に行っていた一年の間に、中国語をマスタ
ーしました。シンガポールにも中国語を話す人がたく
さんいるので、とても便利です。 
今、私の父は中国に自動車関連の会社をつくりました。
私は父を超えたいと思っています。私は努力すれば自
分の夢はかなうと信じています。だから、現在は一生
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懸命に頑張っています。皆さんも自分の夢を実現させ
て下さい。 
ご清聴ありがとうございました。                              
 
「発表する」という体験は、人を大きく成長させ
る。それは、自分の意見を他者に聞いてもらう体
験を通して「分かち合う」喜びを味わうからであ
る。また、他者からの意見や感想を取り入れ、自
分の考えが整理された体験から、さらに想いや思
考が「定着」するのである。そしてその「定着し
た」考えが、次のステップへとつながることを期
待したい。「外国語発表会」は「発表」という舞台
を通して、聞き手に分かりやすいスタイルで自分
の意見をまとめ、同時に異文化交流を体験する、
生徒たちにとって恵まれた環境の一つであるとい
える。   
ここで、以下、高校側のスタンスから「外国語
発表会」の歴史についてまとめてみたい。愛知学
泉大学で 2007 年度から始まったこの行事に、岡
崎城西高校は 2009 年度から参加していて、過去
参加回数は計七回になる。2009 年度から高校生が
参加可能になり、大学生の枠だけだった参加対象
者を、系列校の高校まで拡げ、異文化交流の機会
を多くの人たちが享受できるようにした。これが
まさに「高大連携」のグローバル人材育成につな
がった。 
岡崎城西高校英語部では、この「外国語発表会」
への参加について、以下のように動機づけをして
いる。つまり、異文化で身に付けた言葉や、自国
で学習した外国語で自分の意見を発表する体験は、
同時に自分自身の生活を振り返り、自分の考えを
再確認することにつながるのである。そのような
理由から、人材交流形式のフィールドワーク系の
学習として、部活動の中に上記に述べた異文化活
動「愛知サマーセミナー講座」「駐名古屋中国総領
事館訪問」「在名古屋米国領事館訪問」「JICA 中
部地球ひろば研修参加」を取り入れ、異文化に対
する理解や思考を体験の中から深め、鍛えるので
ある。これらの体験が、「外国語発表会」で意見を
まとめて発表したいというモチベーションにもつ
ながっていく。つまり、異文化学習の「インプッ
ト」活動が自己内にまとめられた後、「アウトプッ
ト」活動として、外部の人たちと共有する形で「発
表」につなげていきたいという志につながること
も確認された。 
2007 年度から続いている「外国語発表会」の参
加者の内訳一覧表をご覧いただきたい。 
 
一覧表の高校生数が増加している第 7 回と 8 回
は、姉妹校安城学園高校からの参加者が含まれて
いる。次に、安城学園高校からの参加目的を明記
してみたい。 
 
4.2.2 安城学園高校英語コース 
岡崎城西高校の姉妹校に安城学園高校があり、
ニ年前から「外国語発表会」に参加している。主
に英語コースの生徒たちが出場しており、スピー
チ指導を担当している副担任の外国人教師、サイ
モン・キュー先生に、「外国語発表会」についての
目的意識や感想をインタビューしてみた。以下が
そのコメントである。 
 
As for Gakusen's Foreign Languages  発表会: 
positive points: 
‐ students can perform in a more relaxed atmosphere, 
compared to most speech contests. 
‐ the number of speakers  is usually 1/2 that of other 
major speech contests so takes less time, less boring, 
etc. 
‐  the  "audience  select"  award  is  a  popular  way  for 
audience  members  to  feel  part  of  the  whole 
performance. 
‐  it provides a medium  in which high school students 
& teachers/ university students & lecturers/ members 
of  the  general  public,  not  to  mention  people  from 
various  different  countries  etc.  can  meet  together 
and exchange ideas, cultures, etc. 
‐  high  school  students  can  get  information  about 
開催年度 参加者数 留学生数 高校生数 発表言語
26名
（エントリー数27名）
15名
（エントリー数26名）
20名
（エントリー数20名）
22名 ハングル・中国語・英語
（エントリー数23名） 日本語
16名 ハングル・中国語・英語
（エントリー数16名） 日本語
8名
（エントリー数8名）
8名
（エントリー数8名）
13名 ハングル・中国語・英語
（エントリー数13名） 日本語
13名
（エントリー数13名）第9回　2015年度 5名 1名 中国語・英語・日本語
表1：「外国語発表会」資料を元に筆者作成
英語・日本語
第7回　2013年度 2名 5名 英語・中国語・日本語
第8回　2014年度 8名 7名
第5回　2011年度 5名 1名
第6回　2012年度 3名 2名
第3回　2009年度 10名 1名 中国語・英語・日本語
第4回　2010年度 10名 1名
第1回　2007年度 11名 対象外 中国語・英語・日本語
第2回　2008年度 3名 対象外 中国語・英語・日本語
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university life and curriculums etc. 
‐ speakers can feel a sense of achievement and boost 
to  their  self‐esteem,  by  taking  on  a  challenge  and 
carrying through with it. 
negative points: 
‐ the number of participants being relatively few, can 
also be a negative, in that it could diminish the status 
of the contest. 
‐  participants  are  required  to  listen  to  speeches  in 
languages,  that  they  may  have  zero  familiarity 
(Korean, Chinese) which  could  reduce motivation  to 
participate. 
サイモン・キュー先生は「外国語発表会」につ
いて、通常のコンテストのように、英語の流暢さ
を競うものではなく、発表者も聴衆もともに「参
加する」形式を高く評価していることが窺える。
たとえば、審査員だけではなく、聴衆も「特別賞」
に対して審査できること、そして「外国語発表会」
が高大連携の一環を担っていることも言及してい
る。「外国語発表会」を通して、参加者全員で作り
上げていく喜びを分かち合い、同時に生徒達の心
も培っているのだと考えたい。このような志のス
ピーチコンテストは、全国の中でもそれほど多く
ない。この志が今でも続いていることに敬意を表
したい。
「外国語発表会」には、愛知学泉大学・短期大学
で学んでいる日本人大学生ばかりでなく、中国、
韓国からの留学生他、系列高校の安城学園高校、
岡崎城西高校、啓明学館高校にも呼びかけ、高校
生、留学生も参加している。さらに追記すれば、
審査員の大学教授たちも日本人ばかりでなく、中
国人、韓国人、その他海外から来日されている方々
も少なくない。英語で言えばまさに、diversity に
富んでいて、異文化交流が草の根レベルで実現さ
れているのを目の当たりにする。
初回から発表言語はバラエティに富んでいるも
のの、参加者数、留学生数、高校生数は、変化し
ている。しかし初回の 2007 年度から先生方にも
学生の背中を押してもらうよう案内があった。自
ら出場すると言わない学生も、先生からの励まし
があればモチベーションにつながる。これは大学
教職員が心がけた大切な教育活動であったと思う。 
ここで、以下、一般のスピーチコンテストとは
違う面を大学側の資料から読み取りたい。
① 外国語に親しませるために、英語や中国語の
歌を歌ったり、紙芝居を観たりと、審査員の
採点時間を使ってアトラクションを楽しむ時
間を設定している。
② 審査員ばかりでなく、聴衆にも審査に参加し
てもらう。理由は、スピーチの出来、不出来
だけでなく、感動、話題の面白さも評価する
こと (multiple intelligence) に意味を見出し、
これが特別賞になった。
③ 毎年開催される「外国語発表会」に、同じメ
ンバーが複数の言語で発表し、リピーターと
して参加していることも確認できた。
最後に、高校側から見た「外国語発表会」が目
指す「グローバル人材育成」についてまとめてみ
たい。「グローバル人材育成」というと、世の中で
はエリート育成をイメージする場合が多いかもし
れない。このテーマの中には、必ず「英語力養成」
が挙げられ、社会で活躍できる人材育成を掲げて
いる場合が多いからである。
以下、実際に文部科学省が定義している「グロ
ーバル人材」について明記する。すなわち、
（１）「グローバル人材」とは（グローバル人材
育成推進会議審議のまとめ資料；2012）、「グロー
バル人材」の概念を整理すると、概ね、以下のよ
うな三要素がある。
要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、
協調性・柔軟性、責任感・使命感
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人としての
アイデンティティー
このほか、幅広い教養と深い専門性、課題発見・ 
解決能力、チームワークと（異質な者の集団をま
とめる）リーダーシップ、公共性・倫理観、メデ
ィア・リテラシー等がある。  
上記の定義を踏まえると、「外国語発表会」が目
指している「グローバル人材育成」とは、全ての
要素を取り入れているものの、要素Ⅱ、Ⅲの概念
に力を入れているといえる。生徒たちの身の丈レ
ベルでハードルを多く設定し、それらの課題をい
かにして乗り越えるか、次のステップへ前進する
ための支援活動を意味しているからである。つま
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り、生徒たちが大きな自信を培う活動内容を目標
にしている。例を挙げると、「外国語発表会」では、
参加者は「発表」という舞台で、外国語で自分の
意見をまとめて聴衆に伝える「体験」をする。こ
の場合、外国語の流暢さを競う一般のスピーチコ
ンテストとは明確に区別されていると考える。大
学教職員の願いは、2007 年第一回から「上手でな
くてもいい。楽しい会にする。」が基本方針で、参
加したことによって、学生、生徒が自信をつける
ことだと伺っているからである。 
また、元々は留学生の日本語発表会として始め
たが、参加者の減少から、多言語を含んで参加者
層を拡げたことも追記する。これをグローバル化
につなげて考えてみると「日本人の内向性を克服
して、外国語学習に積極的に取り組み、自分のこ
とばで発表する」ことを期待しているといえる。
つまり、「外国語発表会」が目指すグローバル人材
育成とは、「自分のことばでコミュニケーションを
図る積極性を涵養すること」だと定義してみたい。
それが、学生を身の丈レベルで鍛え上げ、社会に
出る準備を支援する機能を果たすことにつながる
と考える。この志に、高大連携の一環として、系
列校高校が参加できることは、参加生徒たちにと
っても大きな恩恵があり、深く感謝したい。 
写真 6「2015 年度 第 9 回 外国語発表会」 
（平成 27 年 11 月 1 日） 
 
5 おわりに 
 
学泉祭の一環として開催してきた外国語発表会
は、今年度第 9回を迎えた。外国語発表会は参加
者の数や到達度などの状況に合わせて、進化・継
続してきた。当初からグローバル人材育成を明確
な目的としてきたわけではなかったが、振り返る
と、グローバル人材の要素として含まれている項
目の中に、外国語発表会運営の時に重視したこと
−−主体性、積極性、チャレンジ精神−−が見いだせ
る。外国語による発表の会なので、語学力とコミ
ュニケーション能力と異文化理解は当然意識され
るが、それにも増して、学生が発表を通して自信
をつけ、積極的になることが主目的とされた。 
第一のハードルは申し込みである。参加するこ
とには勇気が要る。参加は強制されるものではな
く、あくまで本人の主体性による。参加者は出場
決意から練習を経て発表に到る過程で時に自分の
文化との葛藤を経験する。本稿では日本人性が隠
れたカリキュラムとして、グローバル人材に必要
とされる外国語運用能力を妨げる可能性を指摘し
た。これは現代のすべての日本人に当てはまるも
のではないが、「恥ずかしがり」「緊張しやすい」
といった傾向を持つ日本人は多い。まじめで礼儀
正しい若者ほど、自分の意見が言い出せない。し
かし、これは日本人だけの問題ではない。本稿で
は日本人性のみを取り上げたが、留学生にも発表
の際に影響する文化があるに違いない。 
 勇気を出して公の場で発表した経験こそが学生
一人ひとりの自信につながるという前提のもと、
外国語発表会は開催されてきた。習い始めたばか
りの言語でも参加できるよう、また外国語が得意
でない学生も参加できるように、朗読や寸劇、歌
などスピーチ以外の発表形式も用意した。筆者の
観察によると、実際に、発表に参加した学生は、
受賞の有無に関係なく、その後の授業参加がより
熱心になった。また留学試験応募、就職活動、学
外のスピーチ・コンテスト出場などに積極的に進
んで行った。 
 高校側からは部活動で積み重ねた異文化学習の
成果を共有するための発表の場としても外国語発
表会があり、参加によって生徒が達成感を得て、
自尊心を高めたこと、参加生徒の積極性の涵養に
貢献していること、発表会が多様な人々の交流の
場となっていることが指摘されている。 
 外国語発表会では、参加者が多様（留学生、日
本在住の外国とつながる生徒たち、日本人）であ
る。参加者を見るだけで、日本国内の文化的多様
性が認識される。また参加者同士の交流の時間が
あり、新しい出会いを生む。留学生と日本人学生、
大学生と高校生、異なる学校の高校生同士といっ
た出会いは、留学、高大連携、系列高校間連携と
いった学校の枠を越えた関係のたまものである。
出身地、年齢、学校が異なる人との交流はクラス
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メイトとはひと味違うものであろう。しかし、異
なる背景を持つとは言え、参加者は異なる言語で
あっても外国語を学ぶ仲間と出会うことができる。
多言語に触れることで新たな外国語学習の動機付
けとなることもある。 
 本稿では外国語発表会とグローバル人材育成と
の関わりに注目した。大学側の運営目的と高校側
の参加目的を切り口に、外国語発表会を振り返っ
た。今後の課題として、卒業した参加者が、外国
語発表会が彼らにとってどのような経験となった
と考えるかが興味深い。 
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